
議会報告会実施報告書 

開 催 日 時 令和 7 年 1 月 28 日（ 火 ）13 時～ 15 時 

開 催 場 所 明石市役所 議会棟 2階 第 2委員会室 

出 席 議 員 班 長 三好委員長 

司 会 者 井藤委員 

記 録 者 飯田委員 

そ の 他 黒田副委員長、上田委員、林委員、辻本委員 

参 加 人 数 明石市連合ＰＴＡ 8名 

報告内容に関

する質疑応答・ 

要望等 

 

テーマ「子育てするなら明石」って言うけれど、今、教育現場に何が必要なのか 

 

1） 明石の教育への評価は 

タブレット導入について 

・プラス面とマイナス面は。 

プラス面：宿題に取り掛かるのが早くなった。 

情報をすぐに共有できる。 

出欠などの連絡が簡単。 

マイナス面：大きく重い。 

授業中に他のところを見ている。 

        ほぼ毎時間使用するので眼痛を訴える子がいる。 

一人だけ宿題が届いていないことがあった。 

教員によって習熟度や活用度に差があるので、教員の研修はスピ 

ード感をもって欲しい。 

 ・学力面での変化は。 

   はっきりわからない。算数についてはタブレットだけだと理解が難しい子がい

る。デジタル教育先進国では紙とペンに戻る動きがあると聞いている。子ども

のために何がいいのか検証して動いて欲しい。 

 

小中一貫校について 

・現場の声は。 

1年生から ALTによる英語の授業を実施し全国でも学力は上位だが、英語以 

外では目に見えて変化があるとは感じていない。 

全学年 30人学級については、手厚い反面、何かあった時に逃げ場がない。 

 ・北高との連携に期待して入学させた保護者もいるが、何か声は聞いているか。 

   何も聞いていない。北高への推薦とかがあれば嬉しい。 

 ・通学が大変との声があるがどうか。授業への影響は。 

   バスや電車が遅れて困るとの声を聞く。雨天時はバスが満員で乗れないことも。

親の責任で車での送迎を許可してほしい。 

・市内全域から通学しているので授業開始時間をずらしていると聞くが、効果はど 

 うか。 

 一貫校の子はもともと賢く影響はないと思う。 

・特長がわかりにくいとの声がある。3校合同行事をすればどうか。 

広報が弱い。ホームページもわかりにくい。PTAがなく教員と保護者、高丘西

小と高丘東小の保護者同士の連携が必要。合同行事は実施して欲しい。 



低学年少人数学級について 

・手厚い反面、大規模校ではクラスが増え、教員や教室がぎりぎりの学校もあり子 

 どもにしわ寄せがあるのではと不安。今まで使ってなかった教室を使用すると空 

調やWi-Fiが不備なことも。 

・大規模校での捉え方はどうか。 

1年生は効果があると思うが、教室が足りなく 1クラスだけ離れるなど不便 

もある。1年生の保護者の安心感はある。 

 

2）不登校児童への支援について  

・校内フリースペースの設置、フリースペース「ここのば」の新規開設、民間フリ

ースクールへの補助金など市の支援が進んでいる。「ここのば」は登録せずに誰で

も利用できるスペースもあるが、不登校全体数からみると定員 30人は少ない。 

・不登校の理由は様々で家庭不和につながることもあるため、親の会や相談窓口な 

ど親への支援が必要。 

・当事者や保護者を適切な支援につなぐ必要がある。SSW（スクールソーシャルワ

ーカー）を各学校に常時配置すべき。 

・登校できずお寺に来る子がいる。地域における学校でもフリースクールでもない

居場所になればと思い見守っている。 

 

３）学校給食について 

 ・保護者として献立調理委員会に参加。調理師や管理栄養士の、子どもたちのため

にという熱量はすごいが、物価高騰の影響で食材が冷凍に変わったり、牛肉が鶏

肉になったりしている。現状を見ると小学校給食の無償化は困難と感じるが、貧

困家庭が困らないようにして欲しい。 

 ・中学校給食の量も質も改善して欲しいが、無償化になったので意見が言いにくい 

との声がある。 

  

4）教育環境の整備について 

 ・この夏からようやく全中学校と明石商業高校の体育館に空調設備が設置されるの

で期待している。校舎やプール、備品の老朽化が目立つのでこちらも対策してほ

しい。 

 ・夏場の保育室、教室はクーラーをつけても室温が下がらない。特に最上階。熱中

症対策の為にも何か対策を。 

  →校舎は上に積み増しできるように屋上に断熱材を入れていない。すぐに対応で

きることもあるはず。 

 ・幼稚園の遊具も老朽化している。市から年間 30万円出ているが全然足りない。 

  →遊具は高い。教育委員会もこども局も何とかしたい気持ちはあると聞いている。

予算は市長が決めるので議会としても訴えていく。 

 

５）PTA の役割について 

 ・だんだんと PTAが衰退している。現状は。 

   PTAが設置されている数 中学校 7/13、小学校 25/31、幼稚園 20/28 

   PTAが休止・廃止    中学校 6/13、小学校 6/31、幼稚園 8/28 

   会員数は減少傾向。役員になると業務量が多く、各種会合や行事への参加もあ

り負担が大きい。 

改善策として、近年は役員数と業務内容を減らす傾向だが、うまくいかないと

ころは役員交代時の意識の違いや、教職員が PTA絡みの業務や要望を敬遠する

ことなどが原因にある。 



 ・PTA の役割はどう捉えているか。 

   子どもたちのために保護者目線で意見や要望を発信すること。幼稚園への AED 

設置やヤングケアラーの夕食代補助など実現したこともある。 

発信力が弱いのは自覚している。活動が保護者に伝わらない。教育委員会、学 

校、議会と連携して PTAを守りたい。 

 ・他自治体と比べてどうか。 

   神戸、西宮など都市部は衰退。田舎は地域と PTAの密着性が高い。明石も西部

は意識が高い。 

 ・例えば地域の行事や会合参加を取りやめてはどうか。 

   1 年単位で交代のところは比較できないので効果がわからないのでは。地域関

係を免除してもらっている PTAも増えてきている。 

 ・自分の経験から、役員が楽しいとみんなも元気になる。活動は楽しいか。 

   楽しい。しんどいけれど頑張っている。 

 

6）その他 

 休日部活動の地域移行について 

 ・中学校の部活動がなくなると誤解している人がいる。 

 ・明石は近隣自治体に比べて遅れているが、先進成功事例を学べるメリットもある。

教職員にも家庭やプライベートがあるので、うまくいくよう進めたい。 

 ・保護者の不安は、指導者の人間性や指導力がわからないこと。競技人口が少ない

種目は指導者不足で廃部になるのではとの不安も。 

 明石市議会議長 様 

    令和７年１月３１日 

       上記のとおり報告します。 

                      文教厚生常任委員長  三 好   宏     


